
生
涯
学
習

生
涯
学
習

６月号 （ 22 ）６月号（ 23 ）

発
見
の
森
セ
ミ
ナ

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
5
月
募
集

月
募
集
!!

発
見
の
森
セ
ミ
ナ

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
6
月
募
集

月
募
集
!!

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
6
月
募
集
!!

　

現
存
す
る
貴
重
な
史
料
を
読
み
解

き
な
が
ら
、
そ
の
史
料
が
作
ら
れ
た

当
時
の
栃
木
市
と
そ
の
周
辺
地
域
で

ど
の
よ
う
な
事
象
が
あ
っ
た
の
か
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

内　

容

　

１
日
目
「
戦
国
期
皆
川
氏
の
動
向
」

　

2
日
目
「
近
世
栃
木
町
の
商
家
と

　
　
　
　

流
通
」

　

3
日
目
「
鍋
山
の
石
灰
と
人
車
鉄

　
　
　
　

道
」

　

4
日
目
「
栃
木
町
と
栃
木
県
庁
」

開
催
日　

6
月
２９
日
、
7
月
6
日
、

　
　
　
　

１
３ 
日
、
２０
日
の
水
曜
日

　
　
　
　
（
全
4
回
）

時　

間　

午
後
1
時
〜
2
時
３０
分

場　

所　

栃
木
公
民
館
（
日
ノ
出
町
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

講　

師　

栃
木
県
立
文
書
館
職
員

定　

員　

２５
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

2
，
0
0
0
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

　

経
験
や
知
識
、
技
術
、
能
力
等
を

活
か
し
て
、
市
民
の
要
望
に
応
じ
、

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
、

援
助
す
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
広
く
市
民
を
対
象
に
生
涯

学
習
市
民
講
師
自
主
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 　

主
な
活
動
は
、
市
民
か
ら
の
「
学
び

た
い
」
と
い
う
要
望
に
お
応
え
い
た
だ

く
こ
と
と
生
涯
学
習
市
民
講
師
自
主

講
座
の
開
催
（
希
望
者
の
み
）
で
す
。

  　

市
民
講
師
の
活
動
の
場
と
し
て
市

民
講
師
自
ら
が
内
容
、
日
程
、
会
場
な

ど
を
準
備
し
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で

を
行
う
講
座
で
す
。
生
涯
学
習
課
は
、

広
報
へ
の
記
事
の
掲
載
お
よ
び
受
講

希
望
者
の
受
付
の
み
行
い
ま
す
。

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

①
生
涯
学
習
市
民
講
師
の
事
業
に

　
　

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
２０
歳
以

　
　

上
の
方

　

②
様
々
な
分
野
で
活
動
し
て
い

　
　

て
、
市
民
に
対
し
て
広
く
知
識
、

　
　

技
術
を
広
め
た
り
、
教
え
た
り

　
　

す
る
意
欲
の
あ
る
方

　

③
栃
木
市
内
で
指
導
活
動
を
し
て

　
　

い
た
だ
け
る
方

　

④
氏
名
お
よ
び
活
動
分
野
・
内
容
の

　
　

情
報
を
公
開
し
て
い
た
だ
け
る
方

　

⑤
営
利
、
政
治
、
宗
教
活
動
を
目

　
　

的
と
し
な
い
方

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
さ
れ
て

い
る
方
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
歴
史
、
囲
碁
、
将
棋
、
語
学

や
料
理
の
分
野
の
方
大
歓
迎
で
す
。）

問
合
せ
・
登
録
は 

生
涯
学
習
課
へ

　
　
　
　

☎
（21）
2
7
0
5
・
2
7
0
6

※

各
教
育
支
所
で
も
登
録
出
来
ま
す
。

旧栃木町役場（市役所別館）

親子で参加「パソコン分解講座」

☆
共
通
事
項

◇
申
込
み

　

5
月
２７ 
日
（金）
午
前
8
時
３０

　

分
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

　

生
涯
学
習
課
へ

　

☎
（21）
2
7
0
5
・
2
7
0
6

※

電
話
受
付
の
後
、
窓
口
で
申

　

込
書
の
記
入
と
受
講
料
の
納

　

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
代
の
食
生
活
を
省
み
な
が
ら
、

正
し
い
食
生
活
を
明
る
く
楽
し
く
学

び
ま
す
。

　

正
し
い
食
生
活
を
送
る
こ
と
で
免

疫
力
が
上
が
り
病
気
に
な
り
に
く
い

体
質
を
得
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

講
義
を
聞
い
た
り
、
調
理
の
実
演

を
見
た
り
、
実
際
に
参
加
を
し
、
食

し
て
自
分
の
身
体
へ
の
影
響
を
体
感

し
ま
す
。　

開
催
日　

6
月
２５
日
、
7
月
２３
日
、

　
　
　
　

8
月
２７
日
、
9
月

１
７
日
の

　
　
　
　

土
曜
日
（
全
4
回
）

時　

間　

午
前

１
０
時
〜

１
２  
時

場　

所　

栃
木
第
五
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　
　
　
　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
箱
森
町
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

講　

師　

ひ
と
み
恵
子
氏
（
美
肌
食

　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定　

員　

２０
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

2
，
0
0
0
円

材
料
費　

3
，
0
0
0
円
（
4
回
分
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持
ち

　
　
　
　

帰
り
用
容
器
、
筆
記
用
具

内　

容

　

１
日
目
「
現
代
の
食
生
活
・
身
土

　
　
　
　

 

不
二
・
一
物
全
体
」

　
　
　
　

 

・
玄
米
ご
は
ん
の
お
い
し

　
　
　
　

 

い
炊
き
方
、
酵
素
た
っ
ぷ

　
　
　
　

 

り
美
肌
味
噌
ス
ー
プ

　

2
日
目
「
陰
性
と
陽
性
・
酸
性
食

　
　
　
　

 

品
と
ア
ル
カ
リ
性
食
品
」

　
　
　
　

 

・
身
体
が
引
き
締
ま
る
ミ

　
　
　
　

 

レ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
、
体
内
浄

　
　
　
　

 

化
ご
ぼ
う
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

　

3
日
目
「
春
夏
秋
冬
に
沿
っ
た
食

　
　
　
　

 

事
の
考
え
方
・
食
事
で
体

　
　
　
　

 

質
改
善
」

　
　
　
　

 

・
免
疫
力
を
高
め
る
夏
の

　
　
　
　

 

ス
ム
ー
ジ
ー
、
む
く
み
を

　
　
　
　

 

取
る
マ
ク
ロ
ビ
ぜ
ん
ざ
い

　

4
日
目
「
目
的
別
食
事
の
摂
り
方
・

　
　
　
　

 

ア
ト
ピ
ー
・
ぜ
ん
息
・
花

　
　
　
　

  

粉
症
・
癌
」

　
　
　
　

 

・
老
廃
物
を
は
き
出
す
そ

　
　
　
　

 

ば
湯
豆
腐
、
美
肌
と
頭

　
　
　

 　

す
っ
き
り
昆
布
の
ス
ー
プ

　
　
　
　

 

と
一
品
料
理

正
し
い
食
生
活
で
免
疫
力
ア
ッ
プ

〜
栃
木
市
生
涯
学
習
市
民
講
師
〜

　
　
　
　
　
　

に
な
り
ま
せ
ん
か

〜
栃
木
市
生
涯
学
習
市
民
講
師
〜

　
　
　
　
　
　

に
な
り
ま
せ
ん
か

〜
病
気
に
な
り
に
く
い
体
質
へ
〜

～サイエンススクール～

生
涯
学
習
市
民
講
師
と
は
？

登
録
の
条
件
は
？

　
　

  

ど
ん
な
活
動
を

　

す
る
の
？

　
　

  

生
涯
学
習
市
民
講
師
自
主
講
座

　

と
は
？

　サイエンススクールは、理科好きな栃木市の子どもたちを育むことを目的に、身近な自然科学体験活動を

中心に事業を進めてきました。年々事業の幅を広げ、工業系の大学での実施、親子で参加できる科学体験活

動等、ますます充実した内容で開催しています。

　昨年度は新生栃木市となり、多くの参加申込がありました。参加した児童たちの講座に取り組む真摯な姿

勢からは科学に対する興味関心が高まっていることが伺え、さらに参加者どうしの仲間意識が広がっているよ

うに感じられました。親子対象の講座に参加された保護者からも次回の講座開催を望む声が多く寄せられま

した。

　今年度もさまざまなサイエンススクールを計画して

います。夏休み期間中には宿泊をともなった自然体験

が中心のサイエンススクールを実施します。また、栃

木農業高校や栃木工業高校でのサイエンススクールで

は、高校の先生方の説明を聞いて学び、高校生に活

動を支援していただきます。日本工業大学では親子で

参加できるサイエンススクールを企画しています。詳

細が決定しましたら広報紙や学校を通じてご案内し

ます。

問合せ　生涯学習課（☎21ー2705･2706）　mail:gakusyu@city.tochigi.lg.jp


